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平
成
十
八
年
度
、
宇
多
津
町
の

一
般
会
計
予
算
は
、
四
九
億
九
千

八
百
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

金
額
で
、
三
億
九
千
八
百
万
円
、

率
で
、
七
・
四
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
中
学
校
体
育
館
建

設
費
（
五
億
五
千
九
百
万
円
）
が

大
型
事
業
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い

た
た
め
に
、
今
年
度
は
、
大
幅
な

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
譲
与
税
が
一
億
七
千
三
百
万

円
で
、
昨
年
と
比
較
し
て
四
七
・

九
％
の
大
幅
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

繰
入
金
、
町
債
に
つ
い
て
は
、

投
資
的
事
業
が
減
少
し
た
こ
と
に

よ
り
、
昨
年
と
比
較
し
て
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
性
質
別
）

歳
出
を
、性
質
別
で
見
ま
す
と
、

人
件
費
が
昨
年
と
比
較
し
て
約
一

千
三
百
万
円
増
と
な
り
、
十
二
億

七
百
万
円
で
全
体
の
二
四
・
一
％

を
占
め
て
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。次

に
扶
助
費
が
少
子
化
対
策
と

し
て
、
児
童
手
当
の
拡
充
や
あ
お

や
ま
保
育
園
を
新
設
し
た
こ
と
よ

り
、
八
億
八
百
万
円
で
一
三
・

一
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
扶
助
費

は
、
最
も
高
い
伸
び
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。

主
な
事
業
及
び
新
規
事
業
と
し

て
は
、
別
表
①
の
と
お
り
で
す
。

歳
入
の
内
、
町
税
（
住
民
税
・

固
定
資
産
税
）
が
全
体
の
五
三
・

七
％
、
二
六
億
八
千
三
百
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
の
三
位
一
体
の
改
革

に
よ
り
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支

出
金
が
減
額
と
な
り
、
そ
れ
に
伴

う
、
税
源
移
譲
額
を
暫
定
的
に
所

得
譲
与
税
で
補
っ
て
い
る
た
め
に
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に
つ
い
て�
平
成
十
八
年
度�

一�

般�

会�

計�

予�

算�

（単位：千円）�

まちづくり交付金事業�

平山保育所塗装工事�

平山コミュニティ分館建設�

県営事業（急傾斜地防止）負担金�

聖通寺急傾斜地防止対策�

道路橋りょう新設改良費�

学校給食センターＰＦＩ整備事業�

宇多津小学校プール改修工事�

宇多津北小学校校舎改修工事�

宇多津中学校耐震診断�

幼稚園修繕工事�

幼稚園100周年記念事業�

120,502�

5,764�

41,145�

6,700�

6,200�

107,448�

62,364�

8,375�

12,330�

4,809�

8,860�

4,370

別表��
主要事業及び新規事業�

事　業　名� 事業費�

●
歳
　
入

（
グ
ラ
フ
①
）

●
歳
　
出

（
グ
ラ
フ
②
）

写真�

グラフ��

町税�
2,683百万円�
53.7%

地方譲与税�
173百万円�
3.5%

18年度当初�
歳　入�

49億9千8百万円�

地方交付税�
330百万円�
6.6%

使用料等�
258百万円�
5.2%

繰入金�
307百万円�
6.1%

町債�
306百万円�
6.1%

各種交付金等�
270百万円�
5.4%

諸収入等�
83百万円�
1.7%

国県支出金�
588百万円�
11.8%

※維持補修費等…維持補修費・積立金・投資及び出資金・貸付金・予備費�

人件費�
1.207百万円�
24.1%

扶助費�
808百万円�
16.2%

公債費�
458百万円�
9.2%

物件費�
671百万円�
13.4%

補助費等�
480百万円�
9.6%

繰出金�
707百万円�
14.1%

普通建設費�
513百万円�
10.3%

維持費補修費等�
154百万円�
3.1%

18年度当初�
歳　出�

49億9千8百万円�

グラフ��

歳　入

歳　出



給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
運
は

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で

今
年
度
、
老
朽
化
し
た
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
建
替
え
を
民
間
の

資
金
と
技
術
を
活
用
す
る
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

（
写
真
①
）
オ
ー
ル
電
化
の
最
新

の
給
食
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
小
中

学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
の
給
食

を
一
日
二
千
一
百
食
、
調
理
・
配

送
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
国
の
交
付
金
を
利
用
し

て
の「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。
昨
年
に
引
き
続

き
、
既
成
市
街
地
の
町
並
み
整
備

（
写
真
②
）
を
中
心
に
事
業
を
行

い
ま
す
。

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
介
護
予
防
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。

高
齢
者
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
き
い
き
と
し
た
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
を
総
合
的
に

支
え
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
し
て
、
宇
多
津
町
が
直
営
で
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
保
健
師
・
社
会
福
祉
士
・
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
が
中
心
と
な
り
要
支
援
者
、
虚
弱
高
齢
者

の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
計
画
等
を
は
じ
め
と
す
る
高
齢
者
へ
の
総
合
的
な
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
セ
ン
タ
ー
の
主
な
事
業

①
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

②
総
合
相
談
・
支
援

③
権
利
擁
護
・
虐
待
の
防
止

④
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

支
援

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー
内

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�
49
―
８
７
４
０

そ
の
他
の
事

業
と
し
て
は
、

平
山
地
区
に
避

難
所
を
兼
ね
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
分
館
の
建

設
・
学
校
・
保

育
所
等
施
設
の

修
繕
・
中
学
校

耐
震
診
断
等
が

予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計

に
つ
い
て
は
、
別
表
②
の
と
お
り

で
す
。
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四
月
一
日
に
宇
多
津
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す

▼
介
護
予
防
事
業
の
対
象
者
を
選
び
ま
す

よ
く
　
は
な
し
を
！ 保健師� 社会福祉士� リーダー的な�

ケアマネジャー�

65
歳
以
上
の
高
齢
者�

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
（
地
域
支
援
事
業
）�

生
活
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
を
把
握�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
対
象
者
を
選
定�

●
介
護
予
防
の
視
点
か
ら
行
わ
れ
る
健
診
で
生
活
機
能
の
低
下
が

心
配
さ
れ
る
人
（
従
来
の
基
本
健
診
（
平
成
十
八
年
度
は
、
六
・

七
月
に
実
施
）
＋
生
活
機
能
に
関
す
る
項
目
を
追
加
し
た
も
の
）�

●
要
介
護
認
定
の
非
該
当
者�

●
地
域
の
医
療
機
関
、
関
係
機
関
等
か
ら
の
連
絡
が
あ
っ
た
人�

●
訪
問
活
動
等
に
よ
り
生
活
機
能
の
低
下
が
心
配
さ
れ
る
人�

介
護
予
防
の
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
に
つ
い
て
、
健
診
結

果
等
を
用
い
て
本
人
・
家
族
と
日
常
生
活
で
の
問
題
点
等
の
聞
き

取
り
を
行
い
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
を
選
定
し
ま
す
。�

写真�

（単位：百万円）�

別表��

特別会計�

特別会計名�

国民健康保険特別会計�

老人保健特別会計�

介護保険特別会計�

下水道事業特別会計�

17当初予算額�

1,056�

1,257�

724�

865 

18当初予算額�

1,140�

1,303�

771�

1,081

（単位：百万円）�水道事業会計予算�

項      目�

収益的収入及び支出�

収入�

357

支出�

346 



宇
多
津
町
で
は
、
効
率
的
な
行

財
政
の
運
営
に
つ
い
て
、
平
成
十

六
年
に
策
定
し
た
「
第
三
次
宇
多

津
町
行
政
改
革
大
綱
」
の
実
現
に

向
け
て
、「
宇
多
津
町
行
政
改
革

実
施
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
実
施
計
画
で
は
、
項
目
ご

と
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
進
捗

状
況
を
確
認
し
、
毎
年
度
見
直
し

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
の
定
め
る
「
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
行
政
改
革
の
推

進
の
た
め
の
新
た
な
指
針
」
に
基

づ
き
、
計
画
的
な
行
政
改
革
の
推

進
と
説
明
責
任
を
確
保
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
行
政
改
革
大
綱
の

見
直
し
と
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

の
公
表
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

こ
こ
で
、「
宇
多
津
町
行
政
改

革
実
施
計
画
」
を
「
集
中
改
革
プ

ラ
ン
」
と
の
位
置
付
け
で
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
表
を
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
そ
の
概
要
に
つ
い

て
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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宇多津町集中改革プラン（行政改革実施計画）概要�

基本方針� 計　画　内　容� 取り組みの内容�

１．人の改革�

　●住民の視点に立っ

た発想と行動�

�

�

　●人事制度の整備�

�

�

　●人材育成・能力開

発型の人事評価の

推進�

�

�

　●意識改革と能力開

発を支える研修の

充実�

�

�

　●能力・実績主義の

導入�

�

　●給与の適正化�

�

�

�

�

２．組織の改革�

　●執行体制の見直し�

�

�

　●スリムな執行体制

づくり�

�

３．事務事業の改革�

　●評価システムの活

用�

�

�

�

　●アウトソーシング

の推進�

■政策決定や課題別重要事項については、懇談会を
開催し、住民と意見交換を行う。�
□ボランティア活動の情報を職員に周知し、地域活
動への参加促進を図る。�
�
■地方公務員制度改革に合わせた人事制度導入のため、
人事評価制度の構築、研修会、評定者訓練を実施する。�

�
□人事評価における目標管理を人事評価制度の導入
の中で実施する。�
■成績不良者に対する厳正な人事管理について人事
行政運営状況の公表制度を創設する。�
�
□香川自治研修所における階層別研修を昇任後、２
年以内に受講させる。�
■年間計画に基づいた研修受講を実施する。�
□県、ほか他団体との人事交流を推進する。�
�
■今後予想される地方公務員法改正に合わせて、新たな人
事評価制度により、能力給、職責給、業績給を導入する。�
�
□級別職務分類表に応じた昇給昇格基準の見直しを
行う。�
■退職予定者の特別昇給を廃止する。�
□高齢職員の昇給幅の抑制を図る。�
�
■重要施策を重点的、効率的に展開する組織体制の
確立について、プロジェクトチームの編成により
重点的、効率的な事務事業を実施する。�
�
□アウトソーシングの導入を検討する。�
■人材派遣会社等の人材を活用する。�
�
□行政評価システムを導入し、徹底した事務事業の
見直しを行い、成果重視の評価を実施する。�
■一部運用を開始し、評価を行う。�
□評価をホームページにて公表する。�
■H18度より本格的に運用する。�
�
□指定管理者制度導入の検討�
■給食センターPFI事業市場調査�
□公立保育所の民営化の検討�

■H17度は地域別に住民懇談会を９回開催し、641
名の来場がありました。�
□ボランティア情報の周知徹底を図っており、参
加を促進しています。�
�
■H17度人事評価制度を導入しました。�
■研修会をH16は２回、H17は２回開催しました。�
�
□H17度に導入した人事評価制度の運用により実
施します。�
■H17度に導入した人事評価制度の運用により実
施します。�
�
□対象職員は、昇任後速やかに受講しています。�
■年間計画を策定し、職員の計画的な研修参加を
促します。�
□現在、香川県と人事交流を１名実施中です。�
�
■H17度は試行段階であり、H18度から本格導入
します。�
�
□H18度から実施します。�
�
■H16度退職者より廃止しました。�
□H18度から実施します。�
�
■道路整備の検討、新給食センター整備、行政評価
システムの構築など、関係課によるプロジェクト
チームを設置し、H17度も継続実施しています。�

�
□アウトソーシングの可・不可を取捨選択します。�
■税務課で実施済み、他の課でも検討します。�
�
□H16事業評価票の入力様式を作成しました。�
■３つの事業について試験的に評価しました。�
□モデル評価の結果についてH17度末に公表します。�
■主要事業等について本格運用し、H19度予算編
成へ反映させます。�
�
□H18産業資料館について検討します。�
■H15度の経済性調査とあわせ、PFIで実施することが
決定しました。H17度PFI事業者と契約を締結しました。�

□H18保育所の統合も含め検討します。�

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

公
表
に
つ
い
て



5

基本方針� 計　画　内　容� 取り組みの内容�

　●行政の情報化の推

進�

�

�

�

　●公共施設の活性化�

�

�

４．町政運営の改革�

　●住民への積極的な

情報公開と情報提

供�

�

　●透明で公正な事

業・予算執行�

�

�

�

�

　●町政への住民参加

の促進�

�

�

�

５．財政構造の改革�

　●目標設定・目標に

よるマネジメント�

�

　●施策選択の徹底�

�

�

　●歳入の確保�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　●歳出の見直し�

�

�

�

�

�

�

�

�

　●財政分析等の推進�

　効率的な事務を図るため、インターネットや電子�
メール等の情報通信技術のより一層の活用を図る。�
■電子申請を開始する。�
�
�
□関係者により公共施設利用活性化に向けての協議
を行う。（利用手続きの改善、制限の緩和）�
�
■タイムリーで分かり易く、住民の視点に立った広
報の充実を図る。�
□ホームページ、有線テレビ等の積極的、効果的な
活用を図る。�
�
■広報誌等で予算執行状況に関する情報を分かりや
すく表示する。�
□入札、契約手続きの透明性、競争性等の一層の確保、
向上を図る。�
�
�
■各種検討会への委員を一般公募する。�
□ホームページ等で住民からの意見に対する回答を
公表する。�
�
�
■各課１事業を対象に予算編成時に事業の目標を設
定し、公表する。�
�
�
□行政評価システムを活用し、その成果を検証する
中で、翌年度予算に反映する。�
�
■徴収吏員の能力向上のため徴収事務研修を充実し、
町税の悪質滞納者に対しては、毅然とした態度で
臨んでいく。�
□使用料等の滞納者に対しては、不平等が生じない
よう、催告、訪問徴収を強化するとともに使用差
し止め等の強い態度で臨んでいく。�
■受益者負担の原則により施設使用料を適正に徴収
する。�
□下水道使用料の見直しを行う。�
�
■普通建設費については、行政評価システムを活用し、
事業の休止、廃止、継続等を明確にする。�
□扶助費については、目的、効果、必要性などを明
確にする。�
■補助金については、補助基準を明確にしていく中
で適正な補助金体制を確立する。�
�
�
�
□地方財政状況調を活用し財政分析を行い、公表する。�
■財政の健全化のため経常収支比率80％以内を目指す。�
�

■現在、７項目について申請が可能です。�
（給与所得者異動届・法人開設届・法人異動届・
償却資産申請・水道使用開始届・水道使用者変
更届・水道使用中止届）�
�
□利用時間の細分化（１時間単位で利用できる）
や使用料の改定を行いました。�
�
■H16広報誌掲載内容の変更を行いました。�
□KSB「ぐるっと宇多津」放送中�
　必要に応じ、KBN、記者クラブへ積極的に情報
を提供し、幅広い広報に努めています。�
�
■H16度より広報誌に毎年２回掲載（６月号・12
月号）しています。�
□「宇多津町公共工事等の入札及び契約に関する
情報の公表に関する要綱」に基づく、一連の書
類を公表しています。�
�
■まちづくり委員会など基本的に一般公募で募集
しています。�
□懇談会における住民意見と回答などを可能な範
囲で公表を行います。�
�
■H19度予算を対象に設定し、H19.４広報誌で公
表します。目標達成状況についても公表します。�
�
�
□H18度から取り組み、予算に反映される対象は
H19度事業です。�
�
■税務職員と各課長による個別徴収を実施してい
ます。（H16.５.10～５.14、H17.５.９～５.19）�
■徴収事務研修を２回実施しました。�
□水道の給水停止（H15:52件、H16:５件）�
□町営住宅明渡し請求（１件）�
□県税事務所への徴収委託28件、内差し押さえ13件�
■H15.９.１～施設使用料の適正な徴収について見
直しています。�
□下水道料金の見直し（H17度H18度）を行います。�
�
■行政評価システムをH18度より本格運用するこ
とにより、評価結果をH19度予算へ反映させます。�
□H17敬老年金を敬老祝金に変更し、金額を削減
した。H17乳酸菌飲料水給付事業を廃止し、友
愛訪問活動の活発化に取組みます。�
■H16度　50万円以上の団体補助金�
■H17度　50万円以下の団体補助金�

補助金を10％カットしました。�
�
□広報誌へ掲載します。�
□市町村財政比較分析表を県ホームページに掲載
しました。�
■H14度82.9％、H15度75.6％、H16度83.9％�
�

※紙面の都合により、計画すべてを掲載しているわけではありません。詳しくは、町ホームページでご覧ください。�



自
家
用
車
が
な
い
等
、
外
出
す

る
の
が
不
便
な
高
齢
者
や
障
害
者

の
方
々
に
タ
ク
シ
ー
の
助
成
券
を

交
付
し
ま
す
。

対
象
者
は
宇
多
津
町
に
一
年
以

上
住
所
を
有
し
、
現
に
交
通
手
段

等
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で

す
。

・
満
七
十
五
歳
以
上
の
方

・
身
障
手
帳
一
級
ま
た
は
二
級
の

方・
療
育
手
帳
�
ま
た
は
Ａ
の
方

な
お
、
四
月
一
日
現
在
で
該
当

し
て
い
る
方
に
は
、
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
町
保
健
福
祉
課
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
引
き
換
え
に

助
成
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

�
49
―
８
０
０
３

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
、
事
故

や
病
気
に
よ
る
障
害
、
死
亡
等

の
「
万
一
の
場
合
」
を
保
障
す

る
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎

年
金
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
、

安
心
で
す
。

②
た
だ
し
、老
齢
基
礎
年
金
は
、

受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
の
計
算
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

③
承
認
期
間
の
保
険
料
は
、
十

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
追
納
（
後

払
い
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

追
納
に
よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
額
の
計
算
に
反
映
さ
れ

ま
す
の
で
、
卒
業
後
は
必
ず
追

納
し
ま
し
ょ
う
。

※
追
納
額
は
、
承
認
を
受
け
た

年
度
か
ら
三
年
度
目
以
降
に
追

納
す
る
場
合
は
、
経
過
期
間
に

応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

高
松
西
社
会
保
険
事
務
所

�
０
８
７
―
８
２
２
―
２
８
６
１

町
住
民
生
活
課

�
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お
座
り
し
た
り
ハ

イ
ハ
イ
し
た
り
す
る

頃
に
な
る
と
、
手
に

触
れ
る
も
の
す
べ
て
を
口
に
入
れ

て
、
そ
の
味
と
感
触
と
匂
い
を
た

し
か
め
ま
す
。
親
は
「
何
も
そ
ん

な
物
ま
で
」「
あ
〜
あ
、
ヨ
ダ
レ

だ
ら
け
に
し
て
」
と
、
た
め
息
が

出
そ
う
で
す
ね
。
で
も
子
ど
も
に

と
っ
て
は
、
自
分
を
取
り
ま
く
世

界
を
知
ろ
う
と
す
る
好
奇
心
探
究

心
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
生
き
る

意
欲
の
あ
ら
わ
れ
で
す
。
危
な
い

も
の
、
汚
す
ぎ
る
も
の
は
、
子
ど

も
の
周
り
か
ら
は
片
付
け
て
、
安

心
で
き
る
状
態
の
中
で
、
自
由
に

舐
め
さ
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
子

ど
も
が
「
ヘ
ン
な
も
の
だ
よ
。
何

と
か
し
て
」
と
い
う
顔
で
訴
え
れ

ば
、「
ヘ
ン
な
味
だ
っ
た
ね
」
と
、

微
笑
み
な
が
ら
、
口
の
中
を
き
れ

い
に
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

汚
い
？
大
丈
夫
で
す
。
人
間
は

二
百
種
類
・
総
数
百
兆
も
の
細
菌

類
を
消
化
器
管
内
に
住
ま
わ
せ
て

い
て
、
そ
の
細
菌
と
共
生
し
て
い

ま
す
。
唾
液
と
胃
液
に
は
、
強
力

な
殺
菌
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
長

く
は
続
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
の

時
期
に
育
ま
れ
た
好
奇
心
探
究
心

は
、
成
長
と
と
も
に
ど
ん
ど
ん
膨

ら
み
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
相
談
コ
ー
ナ
ー

�
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二
十
歳
に
な
る
と
、
学
生
も
国

民
年
金
へ
の
加
入
及
び
保
険
料
の

納
付
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
収

入
が
な
い
場
合
が
多
い
た
め
、
国

民
年
金
制
度
で
は
、
在
学
中
の
保

険
料
を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
後

払
い
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
学
生

大
学
、
専
門
学
校
、
各
種
学
校

等
の
定
め
ら
れ
た
教
育
施
設
に

在
学
し
て
い
て
、
学
生
本
人
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
方
。

▼
申
請
手
続
き
は

住
民
票
の
あ
る
市
町
の
国
民
年

金
担
当
窓
口
で
、
学
生
証
、
年

金
手
帳
等
を
持
参
し
て
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
手
続
き

は
毎
年
度
必
要
で
す
。

▼
承
認
期
間

四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
で
す
。

前
年
度
承
認
を
受
け
て
い
る
方

も
、
今
年
度
も
申
請
す
る
場
合

は
再
度
申
請
が
必
要
で
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
承
認
さ
れ
た
期
間
は

①
年
金
を
受
け
る
た
め
の
受
給

6

福
祉
タ
ク
シ
ー

助
成
制
度

学
生
納
付
特
例
制
度
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か

子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト



平
成
十
八
年
度
固
定
資
産
税

（
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
）
の

計
算
の
基
礎
と
な
る
価
格
の
縦
覧

及
び
閲
覧
を
行
い
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間

四
月
三
日
〜
五
月
三
十
一
日

（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

▼
縦
覧
・
閲
覧
場
所

町
税
務
課

▼
必
要
な
も
の

印
鑑
、
本
人
が
納
税
義
務
者
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
納
税

通
知
書
や
免
許
証
、
借
地
人
、

借
家
人
の
方
は
賃
貸
契
約
書
、

ま
た
は
賃
借
料
等
を
払
い
込
ん

だ
こ
と
の
わ
か
る
領
収
書
等
が

必
要
で
す
。
代
理
の
場
合
は
本

人
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
税
務
課
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教
育
委
員
会
・
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
は
、
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
の

四
月
六
日
〜
十
五
日
ま
で
の
十

日
間
は
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
期
間
で
す
。

運
動
の
基
本

「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
」

子
ど
も
と
高
齢
者
自
身
の
交
通

安
全
意
識
の
高
揚
を
促
進
し
、
一

般
の
運
転
者
そ
の
他
の
交
通
参
加

者
の
子
ど
も
と
高
齢
者
に
対
す
る

保
護
意
識
の
醸
成
を
図
り
、
子
ど

も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
次
の
項
目
を
推
進
し

ま
す
。

①
通
学
時
間
帯
の
交
通
安
全
指
導

保
護
・
誘
導
活
動
の
徹
底

②
高
齢
者
の
運
動
等
の
理
解
に
基

づ
く
安
全
行
動
と
保
護
活
動
の

徹
底

③
夜
間
外
出
時
の
反
射
材
等
の
活

用
の
促
進

④
交
通
安
全
教
育
等
の
推
進
に
よ

る
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
向
上

⑤
安
心
歩
行
エ
リ
ア
、
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
等
子
ど
も
と
高
齢
者
の

安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め

の
交
通
安
全
総
点
検
の
促
進

重
点
項
目

一
　
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

二

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹

底
三

飲
酒
運
転
等
悪
質
、
危
険
な

運
転
の
追
放

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
、

排
水
設
備
を
改
造
し
水
洗
化
し
た

場
合
（
下
水
道
に
接
続
）、
助
成

金
を
交
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
助
成
内
容
は
、
改
造
費
用

の
八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
（
上
限

五
万
六
千
円
）。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

ま
し
た
排
水
設
備
の
改
造
費
用
の

融
資
あ
っ
旋
及
び
利
子
補
給
に
つ

い
て
も
、
改
造
費
用
の
上
限
を
四

十
万
円
か
ら
七
十
万
円
に
改
正
し

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
助
成
金
の
交
付

も
し
く
は
、
融
資
あ
っ
旋
及
び
利

子
補
給
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
助
成
制
度
を
利
用
し

て
、
で
き
る
だ
け
早
い
下
水
道
へ

の
接
続
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
水
道
課

�
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節
水
型
社
会
の
形
成
の
た
め
に

雨
水
を
利
用
す
る
雨
水
貯
留
施
設

を
整
備
す
る
場
合
、
建
築
物
か
ら

出
る
排
水
を
利
用
す
る
排
水
再
利

用
施
設
を
整
備
す
る
場
合
、
不
要

に
な
っ
た
浄
化
槽
を
雨
水
貯
留
施

設
に
改
造
す
る
場
合
に
、
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
助
成
額

設
置
経
費
の
二
分
の
一

上
限
十
万
円

（
ま
た
、
水
洗
ト
イ
レ
の
洗
浄

水
と
し
て
利
用
す
る
場
合
で
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ

ば
、
県
の
助
成
制
度
の
対
象
と

な
り
、
限
度
額
が
二
十
万
円
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

▼
対
象
者

雨
水
貯
留
施
設
等
を
町
内
に
設

置
す
る
個
人
及
び
事
業
所

▼
申
請
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
政
策
調
整
室

�
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安
全
の
た
め
に
通
学
路
の
安
全
マ

ッ
プ
の
作
成
、
集
団
下
校
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
見
守
り
、
保
護

者
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
、
防
犯
教

室
の
実
施
、
警
察
と
の
連
携
、
不

審
者
情
報
の
提
供
な
ど
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
す

べ
て
が
安
心
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
地

域
の
方
か
ら
も
応
援
を
い
た
だ
き

子
ど
も
た
ち
の
安
全
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

子
ど
も
の
下
校
時
間
（
午
後
二

時
過
ぎ
か
ら
午
後
五
時
頃
）
に
あ

わ
せ
て
、
犬
の
散
歩
、
庭
の
掃
除
、

買
い
物
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
折
り
に
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
場
所
・
時
間
等
を
お
知

り
に
な
り
た
い
方
は
、
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
教

育
委
員
会
で
は
腕
章
を
作
成
い
た

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
腕
章
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
事
務
局

�
49
―
８
０
０
７

7

固
定
資
産
税
課
税
台
帳

等
の
縦
覧
・
閲
覧

児
童
生
徒
の
登
下
校
時

の
安
全
確
保
に
つ
い
て

（
お
願
い
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
に
つ
い
て

排
水
設
備
水
洗
化
助
成

に
関
す
る
お
知
ら
せ

雨
水
等
利
用
促
進

助
成
事
業



節
水
型
社
会
の
形
成
の
た
め
に

簡
易
ポ
ン
プ
（
風
呂
水
の
残
り
湯

を
洗
濯
に
再
利
用
す
る
目
的
で
製

造
・
販
売
さ
れ
て
い
る
風
呂
水
ポ

ン
プ
）
を
購
入
す
る
場
合
に
そ
の

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
助
成
額

購
入
費
用
の
二
分
の
一

上
限
二
千
円

▼
対
象
者
及
び
条
件

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

・
町
内
の
店
舗
で
購
入
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
。

▼
申
請
方
法

領
収
書
、
保
証
書
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
（
簡
易
ポ
ン
プ
を
収
納
し

て
い
た
台
紙
）、
認
印
、
通
帳

を
持
参
の
上
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
申
請
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
政
策
調
整
室

�
49
―
８
６
０
０

平
成
十
八
年
四
月
か
ら
下
水
道

使
用
料
が
改
定
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
は
、
昨
年
お
知

ら
せ
し
た
と
お
り
、
汚
水
処
理
経

費
の
負
担
の
公
平
を
図
る
観
点
か

ら
、
下
水
道
使
用
料
に
て
汚
水
処

理
経
費
を
ま
か
な
え
る
、
本
来
の

料
金
水
準
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に

8

風
呂
水
再
利
用
促
進

助
成
事
業

「
下
水
道
使
用
料
改
定
」の
お
知
ら
せ

平成18年4月1日からの下水道料金�

�
　 区　分�
�
�
�
�
�

一 般 汚 水 �

�

�

�

�

�

�

公衆浴場汚水�

基本料金�
（1月につき）�

従量料金�
（1立方メートルにつき）�

汚水量� 使用料� 汚水量� 使用料�

�

10立方�
メートル�
まで�

�
�

1,000円�

10立方メートルを超え�
20立方メートルまで�
20立方メートルを超え�
30立方メートルまで�
30立方メートルを超え�
50立方メートルまで�
50立方メートルを超え�
100立方メートルまで�
100立方メートルを超�
えるもの�
１立方メートルを超え�
250立方メートルまで�
250立方メートルを超�
えるもの�

125円�

�

135円�

�

145円�

�

175円�

�

195円�

�

45円�

�

50円�

な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
料
金
表

は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
何
卒
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

下
水
道
は
ト
イ
レ
の
水
洗
化
に

よ
る
快
適
な
生
活
・
浸
水
防
除
・

公
衆
衛
生
の
向
上
な
ど
、
生
活
環

境
の
整
備
と
川
や
海
を
汚
濁
か
ら

守
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
公
共
施
設
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
水
道
課

�
49
―
８
０
２
１

先
日
、
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に
よ
り
、
大
束
川
沿
い
に

水
仙
を
植
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
水
仙
が
春
の
陽
気
を
浴
び
な

が
ら
咲
い
て
い
ま
す
。
川
の
せ
せ

ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
、
目
を
和
ま

せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　　　　項　　目�

雨水貯留施設�

排水再利用施設�

浄化槽転用雨水貯留施設�

　　　　　　　　　内　　　　　容�

雨水を散水等として利用するための貯留施設（0.1�以上）�

建築物からの排水を散水等に利用する再利用施設�

浄化槽を雨水貯留施設に転用し雨水を貯留する場合�

　　助　成　額�

設置経費の１／２�

（限度額10万円）�

改造工費の１／２�

（限度額10万円）�

春
が
来
ま
し
た
！



高
知
県
東
部
総
合
運
動
場
く
ろ

し
お
ア
リ
ー
ナ
で
、『
第
三
十
一

回
全
日
本
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
選

手
権
大
会
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
』

及
び
『
第
八
回
全
国
共
通
規
定
演

技
バ
ト
ン
コ
ン
テ
ス
ト
』
が
開
催

さ
れ
、
宇
多
津
の
子
ど
も
た
ち
が

大
活
躍
を
い
た
し
ま
し
た
。

三
月
二
十
六
日
�
に
長
崎
県
立

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
か
ぶ
と
が

に
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
も

丸
山
愛
莉
さ
ん
、
豊
田
ひ
ろ
み
さ

ん
の
二
名
が
出
場
を
決
め
、
宇
多

津
っ
子
パ
ワ
ー
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
加
え「
絶
対
に
勝
つ
！
」

と
い
う
強
い
気
持
ち
で
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
を
勝
ち
進
ん
で
行
き
ま
し

た
。「
一
球
入
魂
」
一
球
一
球
に

気
合
い
を
込
め
て
。

結
果
は
、
男
子
が
準
優
勝
、
女

子
が
三
位
。
宇
多
津
は
県
で
優
勝

を
争
う
チ
ー
ム
に
な
っ
た
の
で
す
。

春
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ー

ト
を
切
る
選
手
た
ち
。
ジ
ュ
ニ
ア

で
学
ん
だ
「
一
生
懸
命
頑
張
る
こ

と
」「
仲
間
を
信
じ
る
こ
と
」
の

大
切
さ
を
胸
に
、自
信
を
持
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
い
っ

て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

町
子
連
主
催
の
科
学
の
不
思
議

教
室
を
二
月
十
九
日
保
健
セ
ン
タ

ー
研
修
室
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

県
サ
イ
エ
ン
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
松
原
俊
男
氏
を
講
師
に
招
き

「
学
ぼ
う
遊
ぼ
う
静
電
気
」
を
テ

ー
マ
に
子
ど
も
た
ち
が
、
楽
し
く

実
験
を
通
じ
て
静
電
気
の
し
く
み

を
学
び
ま
し
た
。
前
半
は
、
子
ど

も
た
ち
が
自
分
た
ち
の
体
を
使
っ

て
静
電
気
を
起
こ
し
、
蛍
光
灯
を

点
灯
さ
せ
た
り
、
リ
ボ
ン
を
空
中

遊
泳
さ
せ
た
り
し
ま
し
た
。
後
半

は
、
講
師
の
先
生
が
用
意
し
て
く

れ
た
材
料
を
使
い
、
自
分
た
ち
で

雷
を
起
こ
す
装
置
を
製
作
し
て
実

験
し
ま
し
た
。

最
初
の
う
ち
は
、
電
気
に
触
れ

る
と
い
う
こ
と
で
、
怖
が
っ
て
い

た
子
ど
も
た
ち
も
先
生
の
指
導
の

も
と
楽
し
く
静
電
気
の
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

一
コ
ー
ト
八
チ
ー
ム
、
二
コ
ー

ト
七
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
競
技

し
、
一
回
戦
、
二
回
戦
と
勝
ち
、

三
回
戦
は
抽
選
に
よ
り
、
三
試
合

は
不
戦
勝
に
な
り
、
四
回
戦
、
五

回
戦
と
勝
ち
進
み
、
女
性
ボ
ー
ラ

大
会
で
初
優
勝
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ス
パ
ー
ク
国
分
は
ド
ー
ム
の
中

で
コ
ー
ト
は
人
工
芝
な
の
で
打
つ

力
が
少
し
の
加
減
で
強
け
れ
ば
コ

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ソ
ロ
ス
ト
ラ
ッ
ト
（
小
学
部
門
）

豊
田
ひ
ろ
み
（
北
小
六
年
）
三
位

ソ
ロ
ト
ワ
ー
ル
（
小
学
高
学
年
）

丸
山
　
愛
莉
（
宇
小
六
年
）
四
位

丸
山
　
春
菜
（
宇
小
四
年
）
七
位

ソ
ロ
ト
ワ
ー
ル
（
小
学
低
学
年
）

堺
　
　
愛
理
（
北
小
二
年
）
四
位

香
川
　
美
幸
（
北
小
三
年
）
五
位

津
島
　
未
来
（
北
小
二
年
）
六
位

徳
田
奈
央
子
（
北
小
三
年
）
八
位

規
定
コ
ン
テ
ス
ト
（
初
級
）

堺
　
　
莉
恵
（
わ
か
く
さ
北
）
金
賞

熊
谷
　
真
栄
（
北
小
二
年
）
金
賞

堺
　
　
愛
理
（
北
小
二
年
）
金
賞

津
島
　
未
来
（
北
小
二
年
）
金
賞

徳
田
奈
央
子
（
北
小
三
年
）
金
賞

香
川
　
美
幸
（
北
小
三
年
）
金
賞

県
下
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優

勝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各

地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
強

豪
チ
ー
ム
が
顔
を
揃
え
る
だ
け
あ

り
、
一
回
戦
か
ら
手
に
汗
握
る
白

熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
宇
多
津
チ
ー
ム
も
、
こ
れ

9

お
め
で
と
う
！

2/11

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

県
下
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
優
勝
大
会

入
賞

2/12

町
子
ど
も
会

科
学
の
不
思
議
教
室

開
催

2/19

第
九
回
綾
歌
支
部

女
性
ボ
ー
ラ
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
で
優
勝

2/21



ー
ト
か
ら
、
は
み
出
し
て
し
ま
う

の
で
非
常
に
難
し
く
、
い
か
に
神

経
を
集
中
し
て
打
つ
か
が
大
切
で

五
人
が
心
を
一
つ
に
し
て
、
大
き

な
ミ
ス
も
無
く
、
良
い
競
技
を
す

る
こ
と
が
で
き
て
大
変
喜
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
次
回
の
試
合
に
向
け
て
練

習
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

贈
が
あ
り
ま
し
た
。
う
た
づ
に
町

屋
と
お
ひ
な
さ
ん
の
開
催
前
に
町

内
各
所
の
設
置
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
来
客
者
の
和
み
の
場
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
春
に
な
り
、

町
内
を
散
策
し
た
休
憩
と
し
て
ご

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

平
山
保
育
所
で
、
第
一
白
寿
老

人
会
会
長
横
山
さ
ん
が
、
け
ん
か

ゴ
マ
や
紙
鉄
砲
、
竹
ト
ン
ボ
の
作

り
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
け
ん
か
ゴ
マ
は
布
で
し
ば
き

な
が
ら
廻
す
と
、
い
つ
ま
で
も
廻

り
続
け
、
子
ど
も
た
ち
は
「
す
ご

ー
い
！
す
ご
い
！
」
の
連
発
。
竹

と
ん
ぼ
も
み
ん
な
上
手
に
飛
ば
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
大

喜
び
で
す
。
最
後
に
手
品
ま
で
し

て
い
た
だ
い
て
と
て
も
幸
せ
な
一

日
で
し
た
。
毎
年
お
餅
つ
き
や
芋

掘
り
も
一
緒
に
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
い
こ
い
の
家
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
愛
さ
れ
て

い
る
平
山
っ
子
は
幸
せ
。
九
日
�

に
は
お
別
れ
会
に
ご
招
待
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
劇
や
踊
り
を

披
露
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
も

あ
り
、
楽
し
い
楽
し
い
交
流
会
に

な
り
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う
。
平
山

っ
子
は
本
当
に
ハ
ッ
ピ
ー
チ
ル
ド

レ
ン
で
す
。

年
長
児
の
お
別
れ
遠
足
が
あ

り
、
大
型
バ
ス
に
乗
っ
て
橘
ノ
丘

総
合
運
動
公
園
に
行
き
ま
し
た
。

幼
稚
園
よ
り
大
き
い
公
園
に
大
は

し
ゃ
ぎ
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声

が
公
園
内
を
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し

た
。
リ
レ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
、
長
縄

な
ど
ク
ラ
ス
み
ん
な
で
体
を
思
い

っ
き
り
動
か
し
て
遊
び
ま
し
た
。

ま
た
、
ゆ
れ
ゆ
れ
橋
、
ロ
ー
ラ
ー

ス
ベ
リ
台
な
ど
楽
し
い
遊
具
も
あ

り
何
度
も
何
度
も
く
り
返
す
子
ど

も
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
心
配
し

て
い
た
天
気
も
お
弁
当
を
食
べ
る

こ
ろ
に
は
す
っ
か
り
よ
く
な
り
、

暖
か
い
春
の
陽
気
の
中
で
お
い
し

く
食
べ
ま
し
た
。

友
だ
ち
と
の
別
れ
を
惜
し
み
つ

つ
、
ま
す
ま
す
ク
ラ
ス
の
輪
が
一

つ
に
な
っ
た
一
日
で
し
た
。

参
加
者
名

宮
脇
美
代
子

朝
倉
テ
イ
子

花
田
ヨ
シ
子

藤
原
マ
サ
ヱ

古
川
紀
美
枝

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
ミ
ド
ル

香
川
か
ら
ベ
ン
チ
を
約
三
十
基
寄

10

中
学
校
の
二
月
の
活
動

●
宇
多
津
町
長
杯
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
　
男
子
優
勝
　
女
子
優
勝

●
県
中
学
校
一
年
生
大
会
柔
道
競
技
　
男
子
個
人
六
十
�
級
　
第
三
位
　
三
枝
　
大
介

●
市
町
対
抗
柔
道
大
会
　
第
三
位

⑥�
滝宮�

⑦�
一白会�

④�
国分寺�

⑤�
富熊�

②�
陶�

③�
飯山水仙�

①�
宇多津�

19

17 11

13 12 12 7 23 9

10

優　勝�

宇　多　津�

平
山
保
育
所
で

昔
遊
び

「
ハ
ッ
ピ
ー
　

チ
ル
ド
レ
ン
」

3/6

楽
し
い
思
い
出

ふ
え
ま
し
た

青
山
幼
稚
園

3/7

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
ミ
ド
ル
香
川
よ
り

寄
贈

3/1



11

花
便
り
と
と
も
に
今
年
も
新
年

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

前
年
度
は
、
歩
行
天
、
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
町
内
の
イ

ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
て
大
勢
の
会
員
の
み
な
さ
ま

に
婦
人
会
行
事
に
ご
参
加
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
も
宇
多
津
に
住
む
女
性
同

士
、
お
互
い
理
解
を
深
め
な
が
ら

地
域
の
た
め
に
も
役
に
立
ち
、
自

分
自
身
も
向
上
で
き
る
よ
う
な
活

動
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

今
年
の
総
会
の
日
程
が
次
の
と

お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
今
年
も
例

年
ど
お
り
総
会
の
あ
と
運
動
会
も

開
催
の
予
定
で
す
。
み
ん
な
で
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
、
一
年
の
出

発
に
ふ
さ
わ
し
い
会
に
し
た
い
と

支
部
長
一
同
張
り
切
っ
て
準
備
中

で
す
。
ど
う
か
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
日
時

四
月
十
六
日
　
午
前
九
時
〜

▼
場
所

宇
多
津
中
央
公
園

二
月
の
お
わ
り
に
、
遊
戯
室
で

お
ひ
な
さ
ま
に
供
え
る
「
も
ち
ば

な
」
作
り
が
あ
り
ま
し
た
。

「
鵜
足
津
友
の
会
」
の
方
の
協

力
で
紅
白
の
も
ち
を
、
や
な
ぎ
の

枝
に
つ
け
ま
し
た
。
お
も
ち
が
手

に
く
っ
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
は
苦

労
し
ま
し
た
。

放
課
後
児
童
た
ち
に
、
今
な
わ

と
び
が
人
気
で
す
。
宿
題
が
終
わ

っ
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
ホ
ー
ル
や

廊
下
で
練
習
が
始
ま
り
ま
す
。
二

重
と
び
、
あ
や
と
び
、
ケ
ン
ケ
ン

と
び
な
ど
「
ガ
ン
バ
リ
カ
ー
ド
」

に
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
も
ら
っ
て
、

火
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
繁
郎
　
選

老
い
て
尚
胸
で
燃
え
て
る
活
火
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
　
吉

火
山
流
背
を
向
け
て
立
つ
非
難
小
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
清
　
海

あ
ん
な
に
美
し
い
山
が
火
山
だ
っ
た
と
は
　
　
　
　
　
　
み
よ
こ

燃
え
尽
き
て
休
暇
届
の
讃
岐
富
士
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
し

休
火
山
釦
一
つ
で
狂
い
だ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
風

う
っ
す
ら
と
煙
が
眠
る
桜
島
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
　
海

雲
の
形
同
じ
に
見
え
る
霧
島
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綾
　
子

軸
　
人
は
皆
い
ず
れ
火
山
に
辿
り
つ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繁
　
郎

腹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
美
風
　
選

へ
そ
が
無
か
っ
た
ら
ノ
ッ
ペ
ラ
ボ
ウ
の
腹
　
　
　
　
　
　
繁
　
郎

腹
を
割
り
話
せ
る
友
が
二
人
居
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
　
吉

理
不
尽
に
寝
て
も
覚
め
て
も
腹
が
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
清
　
海

妻
嫌
う
頼
も
し
く
も
な
い
太
鼓
腹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
よ
こ

腹
芸
で
い
ざ
こ
ざ
包
み
家
平
和
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
し

登
校
時
腹
痛
に
な
る
子
が
一
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綾
　
子

腹
八
分
言
う
け
ど
孫
の
手
料
理
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
　
海

軸
　
朝
晩
に
腹
式
呼
吸
し
て
い
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
風

自
由
吟
　
互
選

マ
フ
ラ
ー
を
巻
け
ば
襟
足
隠
れ
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
磯
吉

好
き
な
物
見
る
た
び
買
っ
て
る
私
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
み
よ
こ

僕
も
い
る
よ
と
ワ
ン
チ
ャ
ン
の
年
賀
状
　
　
　
　
　
　
三
河
　
と
し

ま
た
増
税
俺
は
ノ
ー
ス
モ
ー
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
好
　
清
海

入
り
口
で
合
い
レ
ジ
で
又
出
会
い
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
繁
郎

八
十
路
き
て
初
め
て
一
人
の
お
正
月
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
美
風

十
本
の
指
で
た
り
な
い
願
い
ご
と
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
綾
子

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
天
神
さ
ま
に
お
百
度
を
　
　
　
　
　
　
三
好
　
清
海

今
月
の
一
句

十
本
の
指
で
た
り
な
い
願
い
ご
と
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
綾
子

近
頃
は
諸
事
多
様
化
し
て
　
願
い
ご
と
も
多
種
多
様
。
家
内
安
全
の

一
言
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
、
で
も
大
丈
夫
。
観
音
様
は
千
も
願
い
を
聞

い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

繁
郎
　
評

毎
日
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

ハ
ン
ド
ベ
ル
教
室

一
学
期
新
会
員
募
集
中

四
月
二
十
六
日
�
ス
タ
ー
ト

対
象
者
　
小
学
生
（
ピ
カ
ピ
カ

の
一
年
生
の
参
加
も
待
っ
て
い

ま
す
。）

●
絵
本
の
読
み
き
か
せ

四
月
十
六
日
�

午
後
一
時
三
十
分
〜

●
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

四
月
二
十
八
日
�

午
後
四
時
〜

▼
問
い
合
わ
せ
先

キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う
た
づ

�
49
―
４
０
０
５

月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

４

と
も
だ
ち
い
っ
ぱ
い
　
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ

春
を
呼
ぶ
、

「
も
ち
ば
な
」
作
り

今
な
わ
と
び
が
大
人
気
�



四
月
一
日
よ
り
宇
多
津
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
事
務
所
が
、
保
健

セ
ン
タ
ー
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

移
転
に
な
り
ま
し
た
。
一
階
の
現

在
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
が
設
置
さ
れ
て

い
る
所
に
社
会
福
祉
協
議
会
の
事

務
所
が
入
り
、
二
階
は
宇
多
津
町

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
訪
問
介

護
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
宇

多
津
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
の

事
務
所
が
入
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
設
置
コ
ー
ナ

ー
は
隣
の
西
側
の
部
屋
に
移
り
ま

す
。
一
階
に
は
間
仕
切
ら
れ
た
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
一
般
、

法
律
、
身
障
者
、
介
護
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
様
々
な
相
談
を
受

付
け
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
り
ま
す
の
で
、
ご
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
社
会
福
祉
協
議
会

�
49
―
０
２
８
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
49
―
２
３
２
２

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
弁
護
士

徳
田
　
恒
光
先
生

▼
相
談
日

五
月
九
日
�

午
前
九
時
〜
正
午

▼
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階

▼
費
用

無
料（
事
前
予
約
が
必
要
で
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
社
会
福
祉
協
議
会

�
49
―
０
２
８
７

香
川
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
が

土
地
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
及
び

土
地
対
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
県

民
の
関
心
を
高
め
、
そ
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
等
を
目
的
に
無
料
で

相
談
に
応
じ
る
「
不
動
産
鑑
定
無

料
相
談
会
」
を
次
の
と
お
り
開
催

い
た
し
ま
す
。

▼
日
時

四
月
七
日
�

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

▼
場
所

①
高
松
会
場

県
庁
　
東
館
一
階
ロ
ビ
ー

②
丸
亀
会
場

丸
亀
市
役
所
　
一
階
相
談
室

▼
相
談
会
の
内
容
等

香
川
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
所

属
の
不
動
産
鑑
定
士
（
各
会
場

三
名
程
度
）
が
土
地
・
建
物
等

の
不
動
産
の
価
格
や
土
地
取
引

に
関
す
る
県
民
か
ら
の
相
談
に

無
料
で
応
じ
ま
す
。

▼
留
意
事
項

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。相
談
者
が
多
数
の
場
合
は
、

会
場
で
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
主
催

香
川
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

▼
後
援

香
川
県

▼
相
談
会
内
容
に
関
す
る
問
合
せ
先

高
松
市
西
内
町
三
―
七
　
森
ビ

ル
二
階
　
香
川
県
不
動
産
鑑
定

士
協
会
事
務
局

�
０
８
７
―
８
２
２
―
８
７
８
５

▼
日
時

四
月
十
五
日
�

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

▼
場
所

高
松
市
丸
の
内
二
―
二

十
二
　
香
川
県
弁
護
士
会
館

▼
相
談
方
法

面
談
に
よ
る
相
談

（
三
十
分
程
度
）

電
話
相
談
は
実
施
し
な
い

▼
相
談
費
用

無
料

▼
主
催

香
川
県
弁
護
士
会

▼
予
約

必
要
（
完
全
予
約
制
）

四
月
五
日
ま
で
受
付

予
約
電
話
番
号

�
０
８
７
―
８
２
２
―
３
６
９
３

坂
出
地
区
交
通
安
全
対
策
連
絡

協
議
会
で
は
、
次
の
日
程
で
交
通

事
故
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
時

毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

▼
場
所

坂
出
市
中
央
公
民
館
二
階

▼
弁
護
士
相
談
日

第
二
・
四
土
曜
日

午
前
九
時
〜
正
午

（
事
前
に
交
通
事
故
相
談
を
受

け
て
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
宇
多
津
町
出
張
相
談

毎
月
第
四
金
曜
日
の
午
前
九
時

〜
午
後
三
時
に
町
保
健
セ
ン
タ

ー
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
住
民
生
活
課

�
49
―
８
０
０
０

家
庭
・
仕
事
な
ど
日
常
生
活
で

抱
え
て
い
る
心
配
ご
と
や
、
私
た

ち
が
し
ば
し
ば
出
会
う
法
律
上
の

諸
問
題
を
、
弁
護
士
が
極
秘
に
相

談
に
お
答
え
し
ま
す
の
で
、
お
気

13

資
源
ゴ
ミ
収
集
日

�
浜
一
、
二
、
三
、
四
番
丁
（
臨
海
公
園
西
側
）
４
／
14
・
28

�
浜
五
番
丁
（
一
号
児
童
公
園
）
４
／
12
・
26

�
浜
六
番
丁
（
二
号
児
童
公
園
）
４
／
13
・
27

�
浜
七
、
八
、
九
番
丁
（
中
央
公
園
東
側
入
口
）
４
／
11
・
25

�
町
内
全
域
（
町
役
場
駐
車
場
）
毎
週
土
曜
日
　
※
各
場
所
で
午
前
八
時
〜
正
午
で
収
集
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務

所
が
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
移

転
し
ま
し
た

交
通
事
故
相
談

弁
護
士
に
よ
る

心
配
ご
と
相
談

「
不
動
産
鑑
定
無
料
相
談
会
」

の
開
催

遺
言
・
相
続
に
関
す
る

無
料
法
律
相
談

〒760-0023　香川県高松市寿町2丁目4-20　高松センタービル8F　TEL（087）851-1011　FAX（087）851-1014
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三
年
前
、
宇
多
津
の
町
家
に
お

ひ
な
さ
ん
を
飾
り
、
そ
の
お
ひ
な

さ
ん
を
見
て
い
た
だ
き
な
が
ら
町

家
も
見
て
い
た
だ
き
、
宇
多
津
の

町
家
を
「
守
ろ
う
」「
保
存
し
よ

う
」
と
い
う
機
運
と
意
識
向
上
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
趣
旨
に
“
う
た

づ
の
町
家
と
お
ひ
な
さ
ん
”
と
い

う
小
さ
な
灯
を
と
も
し
ま
し
た
。

多
く
の
方
の
ご
賛
同
、
ご
協
力
ご

支
援
を
い
た
だ
き
大
き
な
灯
と
な

り
、
二
回
目
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
三
回
目
の
今
年
、
そ

の
灯
は
さ
ら
に
、
さ
ら
に
想
定
外

の
大
き
さ
に
な
り
ま
し
た
。
春
に

三
日
の
晴
れ
、
な
し
と
申
し
ま
す

の
に
、
幸
い
に
も
二
日
間
と
も
天

気
に
恵
ま
れ
、
多
勢
の
方
（
昨
年

の
三
倍
強
、二
・
五
万
人
の
来
客
）

に
町
家
と
お
ひ
な
さ
ん
を
見
て
い

た
だ
き
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ

れ
は
、
ひ
と
え
に
、
お
ひ
な

さ
ん
を
飾
っ
て
頂
い
た
お
家
の

方
、
出
品
出
展
な
ど
を
し
て
く
だ

上
げ
ま
す
。
と
共
に
、
今
後
と
も

引
き
続
き
趣
旨
に
ご
理
解
の
上
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

西
光
寺
で
の
お
茶
席
の
お
軸
に

「
春
風
生
福
寿
」
と
あ
り
ま
し
た
。

今
、
自
然
界
に
は
春
の
風
が
吹
い

て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
、
お
健
や
か

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
八
年
三
月
吉
日

�
第
三
回
う
た
づ
の
町
家
の
お
ひ

な
さ
ん
�
実
行
委
員
会

さ
っ
た
方
、
ガ
イ
ド
や
駐
車
場
整

理
や
清
掃
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
、

見
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
行

政
や
マ
ス
コ
ミ
な
ど
多
く
の
方
の

後
方
支
援
の
お
か
げ
と
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

私
ど
も
、
何
し
ろ
素
人
集
団
の

こ
と
と
い
う
こ
と
で
ご
迷
惑
、
不

行
き
届
き
な
ど
失
礼
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
こ
と
、
お
わ
び
申
し

14

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
う
た
づ

新
着
図
書
案
内

宇宙日記
野口聡一

百歳まで歩く
田中尚喜

小鳥はいつ歌を
うたう
ドミニク・メナール

「ハナ」は日本一の
お母さん
広島市安佐動物公園

ぬまばあさんの
うた
岡田　淳

ジス・イズ・
ミュンヘン
ミロスラフ･サセック

著

編著

◎
児
童
書

◎
一
般
書

著

著著

広告�

浜三番丁25-7（四国健康村前）�
営業時間／17:00～25:00・年中無休　�49-5339

と�

と�

の�

お店です!!!

広告�伝統を受け継ぎながら、総合医療専門学校へ。�

新生「四国医療専門学校」�
の誕生です。�

「四国医療専門学校」と「四国リハビリテーション学院」が統合し、�
総合医療専門学校として新たな第一歩を踏み出しました。�

学校法人  大麻学園�

四国医療専門学校�
宇多津町浜五番丁62-1�
TEL 41-2323　http://www.459.ac.jp/

第
三
回�



（
一
）
笙し

ょ
う

（
二
）
篳
篥

ひ
ち
り
き

の
ふ
え

（
三
）
龍
笛

り
ゅ
う
て
き

「
体
力
遊
び
で
自
分
の

体
力
を
知
ろ
う
。」

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
セ
ン
タ
ー

�
49
―
８
０
０
８

昨
今
、
小
学
生
が
下
校
時
に
犠

牲
と
な
る
悲
惨
な
事
件
が
相
次
い

で
発
生
し
て
お
り
、
地
域
ぐ
る
み

で
こ
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
活

動
の
重
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
町
で
は
、
現
在
行
っ
て
い
る

下
校
時
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

運
行
の
拡
充
を
図
り
た
く
次
の
と

お
り
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
の
運

行
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

▼
運
行
時
間
（
予
定
）

月
〜
金
曜
日
　
午
後
三
時
〜
五

時
の
二
時
間
程
度

▼
活
動
内
容

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
（
青
色

回
転
灯
付
）
に
乗
車
し
、
下
校

時
の
学
校
、
通
学
路
周
辺
の
巡

回
（
一
班
二
、
三
人
体
制
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
住
民
生
活
課

�
49
―
８
０
０
０

平
成
十
八
年
度
の
会
員
（
町
・

県
文
化
財
保
護
協
会
）
を
募
集
し

ま
す
。

宇
多
津
町
文
化
財
保
護
協
会
で

は
、
興
味
深
い
講
座
・
現
地
で
の

見
学
研
修
会
な
ど
、
町
内
外
の
ロ

マ
ン
あ
ふ
れ
る
文
化
財
に
ふ
れ
る

楽
し
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
長
い
歴
史
の
な
か
で
育

ま
れ
て
き
た
、
す
て
き
な
財
産
に

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

入
会
希
望
の
方
は
、
会
費
を
添

え
て
、
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
会
費
（
年
間
）

宇
多
津
町
文
化
財
保
護
協
会

一
、
〇
〇
〇
円

香
川
県
文
化
財
保
護
協
会

一
、
五
〇
〇
円

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

四
月
二
十
八
日
�
ま
で
に
会
費

を
添
え
て
、
町
教
育
委
員
会
ま

で
。

�
49
―
８
０
０
７

▼
募
集
人
員

十
名
程
度

▼
練
習
日
時

毎
週
土
曜
日

午
後
七
時
〜
九
時

▼
場
所

三
角
邸

▼
会
員
費

三
、
〇
〇
〇
円
／
月

▼
備
考

楽
器
及
び
楽
譜
は
各
自
で
購
入

願
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

宇
多
津
町
一
九
〇
二

三
好
　
信
之

�
49
―
２
４
９
５

町
で
は
、
毎
週
木
曜
日
午
後
一

時
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
身
体
活

動
・
体
力
づ
く
り
運
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
遊
友
健
康
づ
く
り
会
員

の
方
の
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
楽

し
く
体
操
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
運
動
指
導
は
、
杉
浦
ひ
ろ
み

先
生
で
す
。
町
内
の
方
で
あ
れ
ば

自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
運
動
を

続
け
る
こ
と
で
よ
り
健
康
に
な
り

元
気
に
生
活
を
し
、
生
涯
を
通
じ

た
健
康
づ
く
り
に
役
立
ち
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
四
月
の

テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

15

雅
楽
会
団
員
募
集

十
八
年
度
健
康
体
操
の

参
加
者
募
集
！

下
校
時
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

運
行
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

宇
多
津
町
文
化
財
保
護
協
会

香
川
県
文
化
財
保
護
協
会

会
員
募
集

23�
��

29�
��

内科及び小児科� 外　　科�

聖マルチン病院�
（谷　町）�
146－5195

坂出市立病院�
（文京町）�
146－5131

回生病院�
（室　町）�
146－1011

2�
��

9�
��

16�
��

30�
��

内科及び小児科� 外　　科�

林内科呼吸器科医院�
（白金町）�
146－5302

松山医院�
（宇多津町）�
149－0706

西山脳神経外科病院�
（加茂町）�
148－3366

西山脳神経外科病院�
（加茂町）�
148－3366

小林内科胃腸科医院�
（富士見町）�
145－9595

まえだ整形外科外科医院�
（室町）�
146－5056

佐藤医院�
（元町）�
146－3387

土田内科医院�
（川津町）�
146－8451

くわはら医院�
（宇多津町）�
149－3200

4月の休日当番医院�

※変更することがありますので、新聞等で確認してください。�

��広告� 規定制服販売店�

ネームがすぐ入ります!

宇多津小学校・宇多津北小学校・宇多津中学校　指定店�

�４９-０１０３�
●長袖シャツ●半袖シャツ�
●ブルマー●ハーフパンツ�
●ホッピングパンツ�
●エプロンセットには�

宇多津町伊勢町�
ネーム入れは�
無料です!

広告�

（マミーの横）�

自然素材クリーニング（ECO洗い）を�
毎日基本料金の半額でご奉仕しています!

（特殊品は除く）�

AM8:00～PM7:00　定休日／毎週水曜日　TEL 49-6278

会員様�
限り�



友
だ
ち
と
「
ワ
イ
ワ
イ
・
ガ
ヤ

ガ
ヤ
」
そ
ん
な
中
で
自
立
心
を
養

い
、
日
々
の
活
動
に
活
気
あ
ふ
れ

る
『
輝
く
宇
多
津
っ
子
』
を
目
指

し
一
緒
に
活
動
で
き
る
お
友
だ
ち

を
待
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
学
年

新
小
学
四
年
生
〜
六
年
生

▼
活
動
日
時

四
月
十
五
日
�
よ
り
、
毎
週
土

曜
日
（
年
間
約
五
十
日
）

午
前
九
時
〜
十
一
時
三
十
分

▼
場
所

宇
多
津
北
小
学
校
体
育
館

▼
参
加
費

一
、
〇
〇
〇
円
／
月

▼
指
導
者

阿
野
　
稔
・
中
村
啓
二
（
宇
多

津
体
育
協
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
）

▼
申
込
先

町
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

�
49
―
３
４
６
０

（
土
・
日
を
除
く
随
時
受
付
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

阿
野
　
稔

昼
�
49
―
０
９
５
３

夜
�
49
―
４
７
９
４

（
二
十
二
歳
未
満
は
大
卒
者

（
見
込
み
））

（
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者

（
見
込
み
）
は
二
十
八
歳
未
満
）

▼
一
次
試
験

五
月
二
十
日
�

飛
行
要
員
の
み
二
十
一
日
�

適
性
検
査

▼
試
験
科
目

一
般
教
養

（
大
学
教
養
課
程
修
了
程
度
、

択
一
式
）

専
門
科
目

（
大
学
専
門
課
程
修
了
程
度
、

択
一
式
・
記
述
式
）

▼
受
付
期
間

四
月
一
日
�
〜
五
月
十
二
日
�

▼
待
遇

・
身
分
…
特
別
職
国
家
公
務
員

・
給
与
…
防
衛
庁
職
員
俸
給
表
に

よ
る

・
賞
与
…
年
二
回

・
休
日
等
…
完
全
週
休
二
日
制
、

祝
祭
日
、
年
末
年
始
・
特
別
休

暇
・
年
次
休
暇
二
十
四
日

詳
し
く
は
左
記
事
務
所
ま
で

自
衛
隊
丸
亀
募
集
事
務
所

（
丸
亀
市
大
手
町
二
丁
目
四
―
二

十
四
　
大
手
町
ビ
ル
三
階
）

�
23
―
６
４
２
０

●
住
ま
い
の
防
犯

〜
安
全
・
安
心
の
た
め
に
〜

向
田
　
直
樹
氏
（
ト
ス
テ
ム
株

式
会
社
中
四
国
統
括
支
店
販
売

促
進
課
　
係
長
）

●
悪
徳
商
法

〜
最
近
の
手
口
〜

吉
成
　
義
隆
氏
（
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
　
副
主
幹
）

▼
日
時

五
月
二
十
一
日
�

午
後
一
時
三
十
分
〜
四
時

▼
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
視
聴
覚
室

（
�
49
―
８
０
２
０
）

▼
申
込
方
法

申
し
込
み
用
紙
に
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
て
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
郵
便
ま
た

は
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

四
月
十
五
日
�
か
ら
活
動
を
始

め
ま
す
。
当
日
は
、
子
ど
も
さ

ん
と
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

幹
部
自
衛
官
と
は
、
陸
・
海
・

空
自
衛
隊
の
部
隊
指
揮
官
・
幕

僚
・
学
校
教
官
新
装
備
の
研
究
開

発
官
等
、
自
衛
隊
各
組
織
の
重
要

な
ポ
ス
ト
に
つ
き
ま
す
。

▼
募
集
種
目

一
般
幹
部
候
補
生

技
術
幹
部
候
補
生

▼
応
募
資
格

平
成
十
九
年
四
月
一
日
現
在
二

十
歳
以
上
二
十
六
歳
未
満
の
者

で
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
者

16

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

生
徒
募
集

自
衛
隊
一
般
・
技
術
幹
部

候
補
生
募
集
案
内

第
九
回

暮
ら
し
知
っ
得
く
セ
ミ
ナ
ー

高
齢
社
会
の
中
で
い
つ
ま
で
も

元
気
で
健
康
に
暮
ら
す
た
め
に

広告�

介護付有料老人ホーム�

入居者�
募集中�

★保証金無料　★個室でプライバシー保護　★要介護1～5の方�

担当／氏家（うじけ）・内木場（うちこば）��49-9221

広告�

制服他…取り扱い店�
■山田衣料店（山下）�49-0980　■渡辺衣料店（栄町）�49-0816�
■長尾衣料店（栄町）�49-0155　■吉田衣料店（栄町）�49-0508

宇多津小学校　　宇多津北小学校�

宇多津中学校�



▼
申
込
先

〒
七
六
九
―
〇
二
〇
八
　
宇
多

津
町
浜
八
番
丁
一
一
八
―
九

オ
フ
ィ
ス
住
ク
リ
エ
イ
ト
内

元
気
で
歳
を
重
ね
ら
れ
る
暮
ら

し
づ
く
り
研
究
会
事
務
局

�
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
49
―
９
６
６
２

Ｅ
メ
ー
ル

okakz@
m
ail5.kbn.ne.jp

▼
参
加
費

無
料

▼
定
員

六
十
名
（
先
着
順
）

▼
コ
ー
チ

日
本
体
育
協
会
テ
ニ
ス
公
認
指

導
者

▼
対
象

初
級
・
中
級

▼
募
集
人
員

三
十
名

▼
日
時

四
月
三
十
日
�

五
月
　
七
日
�

五
月
十
四
日
�

午
前
九
時
〜
十
一
時

▼
締
切
日

四
月
十
七
日
�

▼
参
加
費

一
人
／
五
〇
〇
円（
当
日
集
金
）

▼
場
所

第
三
公
園
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
受
付

町
教
育
委
員
会
事
務
局

▼
日
時

六
月
十
日
�

二
回
公
演
（
時
間
未
定
）

▼
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

▼
出
演
者
（
予
定
）

ま
す
だ
お
か
だ
、
安
田
大
サ
ー

カ
ス
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
他

※
た
だ
し
、
予
告
な
く
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
チ
ケ
ッ

ト
料
金
・
販
売
所
等
に
つ
い
て

も
現
在
未
定
で
す
。
詳
細
は
四

月
初
旬
に
決
定
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

�
49
―
８
０
２
０

▼
問
い
合
わ
せ
先

�
49
―
９
６
６
２

▼
主
催

元
気
で
歳
を
重
ね
ら
れ

る
暮
ら
し
づ
く
り
研
究
会

会
場
に
て
住
ま
い
の
改
善
事
例
等

を
実
例
パ
ネ
ル
に
て
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
後
無
料

住
ま
い
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

四
月
三
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で

小
学
生
を
対
象
に
柔
道
初
心
者
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
健
全
な
精
神

育
成
、
体
力
向
上
、
自
己
防
衛
の

為
。
一
度
ご
参
加
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

▼
場
所

町
デ
ュ
ア
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
二
階

▼
時
間

月
、
水
、
金

午
後
七
時
〜
八
時
三
十
分

▼
参
加

無
料

▼
主
催

宇
多
津
体
協
柔
道
部

▼
問
い
合
わ
せ
先

�
49
―
３
３
１
１
　
河
辺

�
49
―
２
０
２
８
　
井
上

17

柔
道
初
心
者
教
室

体
協
テ
ニ
ス
部
よ
り

講
習
会
の
お
知
ら
せ

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
！

チ
ク
ル
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
２
０
０
６

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
公
演
決
定
！

松
竹
芸
能
若
手
芸
人
が
ユ
ー
プ
ラ

ザ
う
た
づ
に
や
っ
て
く
る
！

広告�

一緒に過ごしてきた大切な家族だから…�
お別れの時も優しく見送りたい�

★24時間受付・年中無休�
宇多津町2267番地1

広告�

�0877－41－1099�
OPEN　6:00pm―3:00am�
宇多津町浜五番丁51番地4

FAX 0877-49-9662第9回暮らし知っ得セミナー　申し込み�

氏　名�

住　所�

電話番号�

年齢� 歳�
ふりがな�

（　　　　）　　　－�
※ハガキで申し込まれる方は、この用紙をハガキに貼ってご利用下さい。�



▼
日
時

四
月
九
日
�

午
前
十
時
〜
午
後
三
時
頃
ま
で

▼
場
所

聖
通
寺
境
内

▼
内
容

・
国
、
町
重
要
文
化
財
御
開
帳

・
招
福
奪
走
な
ど
子
ど
も
向
け
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
宇
多
津
こ
が
ら
す
太
鼓

・
飲
食
販
売

・
茶
道
華
道
教
室

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

・
植
木
市
、
露
店

▼
募
集

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集

先
着
十
名
ま
で

▼
参
加
費

大
人
／
三
〇
〇
円

中
学
生
以
下
／
無
料

（
新
一
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
申
込

三
月
四
日
か
ら
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う

た
づ
事
務
局
で
整
理
券
を
配
付

し
て
い
ま
す
。（
整
理
券
が
な

い
と
入
場
で
き
ま
せ
ん
。）

▼
主
催

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
　
サ
ポ
ー

ト
マ
マ
「
モ
コ
モ
コ
」

▼
問
い
合
わ
せ
先

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
事
務
局

�
49
―
８
０
２
０

実
施
概
要

▼
内
容

園
内
に
広
が
る
色
と
り
ど
り
の

花
壇
や
新
緑
の
中
で
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
や
自
然
に
親
し
む

イ
ベ
ン
ト
、
体
験
教
室
等
を
実

施
し
ま
す
。
今
年
で
八
回
目
に

な
り
ま
す
。

▼
期
間

四
月
十
五
日
�
〜
五
月
七
日
�

開
園
時
間
／

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

（
た
だ
し
、
四
月
二
十
九
日
・

三
十
日
、五
月
三
日
〜
七
日
は
、

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
六
時
）

▼
入
園
料

・
一
般
　
大
人
（
十
五
歳
以

上
）
／
四
〇
〇
円
、
小
人

（
小
・
中
学
生
）
／
八
〇
円

・
団
体
　
大
人
（
十
五
歳
以

上
）
／
二
八
〇
円
、
小
人

（
小
・
中
学
生
）
／
八
〇
円

・
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
　
大
人
（
十

五
歳
以
上
）
／
四
、
〇
〇
〇
円
、

小
人
（
小
・
中
学
生
）
／
八
〇

〇
円
、
六
歳
未
満
は
無
料

※
春
の
都
市
緑
化
推
進
運
動
に

つ
き
、
四
月
二
十
九
日
�
・
五

月
七
日
�
は
大
人
、
小
人
と
も

入
園
無
料
。
五
月
五
日
�
は
小

人
の
み
入
園
無
料
。

▼
休
園
日

火
曜
日

（
た
だ
し
、
五
月
二
日
は
開
園
）

▼
駐
車
料
金

普
通
／
三
一
〇
円

大
型
／
一
、
〇
二
〇
円

二
輪
／
一
〇
〇
円

花
情
報

メ
イ
ン
花
壇
の
花
竜
の
道
に
、

二
十
五
種
・
七
万
本
の
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
と
ネ
モ
フ
ィ
ラ
、
ポ
ピ
ー
な

ど
が
次
々
と
開
花
し
ま
す
。

▼
場
所

花
竜
の
道
（
芝
生
広
場
横
）

▼
開
花
予
定

・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

見
ご
ろ
…
四
月
中
・
下
旬

二
十
五
種
　
約
七
万
本

・
ネ
モ
フ
ィ
ラ

見
ご
ろ
…
四
月
中
・
下
旬

約
三
万
株

・
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー

見
ご
ろ
…
四
月
中
旬
〜
五
月
上
旬

約
三
万
本

▼
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

芝
生
広
場
に
特
設
ス
テ
ー
ジ
を

設
け
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

や
香
川
県
警
察
音
楽
隊
の
演
奏

な
ど
を
開
催
す
る
ほ
か
、
木

工
・
陶
芸
な
ど
の
体
験
教
室
を

週
末
を
中
心
に
実
施
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

国
営
讃
岐
ま
ん
の
う
公
園

ま
ん
の
う
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

�
79
―
１
７
０
０

参
加
料
無
料

申
し
込
み
期
限
／

四
月
四
日
�
ま
で

招
福
奪
走
参
加
者
募
集

小
学
生
以
上
の
男
女

参
加
料
無
料

当
日
申
込
み
可

▼
主
催

聖
通
寺
市
実
行
委
員
会

▼
問
い
合
わ
せ
先

宇
多
津
商
工
会

�
49
―
１
３
１
１

人
形
劇
団
「
六
」
は
、
子
ど
も

た
ち
に
優
し
さ
や
勇
気
と
は
何
か

を
問
い
か
け
、
そ
の
心
に
夢
と
希

望
を
育
み
た
い
と
思
い
つ
づ
け
、

マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
と
シ
ル
エ
ッ
ト
を

上
演
し
て
い
る
人
形
劇
団
で
す
。

▼
日
時

四
月
四
日
�

一
部
／

午
前
十
一
時
〜
十
一
時
五
十
分

二
部
／

午
後
一
時
〜
一
時
五
十
分

▼
会
場

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
視
聴
覚
室

▼
定
員

各
部
先
着
百
五
十
名

18
〈役場へのご意見・ご要望をお寄せください。電話ご意見番 149―8211〉

六
さ
ん
の
パ
ペ
ッ
ト
劇
場

〜
や
さ
し
さ
っ
て
何
だ
ろ
う
、

ゆ
う
き
っ
て
何
だ
ろ
う
〜

国
営
讃
岐
ま
ん
の
う
公
園

春
ら
ん
ま
ん
フ
ェ
ス
タ

聖
通
寺
市
（
宇
多
津
春
市
）

開
催

（昨年の様子）



昨
年
十
月
、
十
一
月
に
引
き
続

き
十
八
年
四
月
の
一
カ
月
間
、
瀬

戸
大
橋
・
与
島
Ｐ
Ａ
ま
で
の
往
復

通
行
料
金
が
半
額
に
な
る
「
与
島

Ｐ
Ａ
　
Ｕ
タ
ー
ン
割
引
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

割
引
内
容

▼
対
象
車
種

軽
自
動
車
等
、
普
通
車

▼
実
施
期
間

四
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま

で
の
一
カ
月
間

▼
割
引
等

与
島
Ｐ
Ａ
を
所
定
の

方
法
で
利
用
し
た
通
行
に
対
し

て
五
〇
％
割
引

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.jb-honshi.co.jp/

seto-ohashi/

▼
問
い
合
わ
せ
先

本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
㈱
岡

山
管
理
セ
ン
タ
ー
管
理
営
業
課
　

�
０
８
６
―
４
８
３
―
１
１
０
０
㈹

上
記
「
与
島
Ｐ
Ａ
　
Ｕ
タ
ー
ン

割
引
」
の
実
施
に
あ
わ
せ
て
、
瀬

戸
大
橋
の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
岡
山
県
、
香
川
県
や
本
四
高

速
㈱
な
ど
で
組
織
す
る
瀬
戸
大
橋

利
用
促
進
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

で
は
、
四
月
の
一
カ
月
間
、
与
島

で
『
瀬
戸
大
橋
ス
プ
リ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
２
０
０
６
』
と
題
し
た
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間

四
月
（
一
カ
月
間
）

主
と
し
て
土
・
日
・
祝
日

▼
会
場

瀬
戸
中
央
自
動
車
道
　
与
島
Ｐ

Ａ
（
与
島
プ
ラ
ザ
、
瀬
戸
大
橋

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
・
ワ
ー

フ
）

▼
主
な
内
容

・
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
瀬
戸
大
橋
プ
レ

ゼ
ン
ト
（
期
間
中
毎
日
）

・
鍋
島
枝
垂
桜
と
与
島
を
歩
く
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ（
四
月
八
日
・
九
日
）

・
瀬
戸
大
橋
キ
ッ
ズ
カ
ー
ニ
バ
ル

（
四
月
十
六
日
）

・
与
島
シ
ー
サ
イ
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
フ
ェ
ス
タ（
四
月
二
十
三
日
）

・
与
島
プ
ラ
ザ
エ
キ
サ
イ
ト
ス
テ

ー
ジ
（
四
月
二
十
九
日
）

・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
・
ワ
ー

フ
で
さ
か
な
ク
ン
と
遊
ぼ
う

（
四
月
三
十
日
）

な
ど

く
わ
し
い
内
容
は
、
本
四
高
速

㈱
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.jb-honshi.co.jp/

seto-ohashi/

▼
問
い
合
わ
せ
先

本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
㈱
岡

山
管
理
セ
ン
タ
ー
管
理
営
業
課

�
０
８
６
―
４
８
３
―
１
１
０
０
㈹

例
え
ば

・
早
島
Ｉ
Ｃ
〜
与
島
Ｐ
Ａ（
往
復
）

普
通
車
／
四
、三
〇
〇
円→

二
、

一
五
〇
円

軽
自
動
車
等
／
三
、
四
〇
〇
円

→

一
、
七
〇
〇
円

・
児
島
Ｉ
Ｃ
〜
与
島
Ｐ
Ａ（
往
復
）

普
通
車
／
三
、二
〇
〇
円→

一
、

六
〇
〇
円

軽
自
動
車
等
／
二
、
五
〇
〇
円

→

一
、
二
五
〇
円

※
た
だ
し
、
割
引
区
間
は
、
与

島
Ｐ
Ａ
　
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ
る
重

複
区
間
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、

本
州
四
国
連
絡
道
路
以
外
の
通

行
料
金
は
割
引
の
対
象
外
に
な

り
ま
す
。
く
わ
し
い
内
容
は
、

本
四
高
速
㈱
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

19
〈火災時の問い合わせは 145―4949〉

行政相談
4月21日（金）午後1時～3時
町保健センター2階
町総務課　�49－8013

特設人権相談
4月12日（水）午前10時～午後3時
町保健センター2階
町住民生活課　�49－8002

法律相談（事前申込）
4月20日（木）午前9時～正午
宇多津商工会
宇多津商工会　�49－1311

納税なんでも相談
月～金　午前8時30分～午後5時
町税務課
町税務課　�49－8004

健康相談
毎週水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　�49－8008

病態栄養相談（要予約）
毎月第1・3・5水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　�49－8008

育児相談
毎月第2火曜日　午前9時30分～11時
町保健センター健康相談室
町保健センター　�49－8008

子育て相談コーナー
（子育てに関すること、いじめ、虐待など）
月～金　午前9時～午後5時
町保健福祉課　�49－8003

療育相談
毎月第3火曜日　午前9時～11時30分
町役場1階相談室
町保健福祉課　�49－8003

こども相談（要予約）
毎月第2月曜日 偶数月午前、奇数月午後
町保健センター診察室
町保健センター　�49－8008

こころの相談（要予約）
毎月第3木曜日　午後1時30分～4時
町保健センター診察室
町保健センター　�49－8008

こども教育相談
月～金　午前8時30分～午後5時
町福祉センター2階
少年育成センター　�49－4001

ことばの相談（要予約）
毎月第4木曜日　午前9時～正午
町保健センター健康相談室
町保健センター　�49－8008

一般相談
（家庭不和、離婚、財産問題、老人福祉、
母子・父子福祉問題、その他日常生活の
あらゆる問題）
4月4日（火）・11日（火）・18日（火）・25日（火）
午前9時30分～正午
町保健センター2階研修室
町社会福祉協議会　�49－0287

身体障害者相談
4月21日（金） 午後1時30分～4時
町保健センター2階研修室
町社会福祉協議会　�49－0287

介護相談・ボランティア相談
月～金　午前9時～午後5時
町社福祉協議会
町社会福祉協議会　�49－0287

電話相談（福祉を中心としたあらゆる相談）
月～金　午前9時～午後5時
町社会福祉協議会　�49－0287

交通相談
毎月第4金曜日　午前9時～午後3時
町保健センター2階研修室
町住民生活課　�49－8000
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日
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日
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問

日
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問

日

場

問

日

場

問

日

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

問

本
四
高
速

与
島
Ｐ
Ａ
Ｕ
タ
ー
ン
割
引

瀬
戸
大
橋
ス
プ
リ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
２
０
０
６
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広
報
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た
づ
は
、
資
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保
護
の
た
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再
生
紙
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使
用
し
て
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ま
す
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人口の動き（3／1現在）●人　口　…17,552人（－27人）（男）8,642人（－14人）（女）8,910人（－13人）●世帯数　7,455世帯（＋4世帯）
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た
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April.4/2006

平
山
神
社

宇
多
津
の
町
の
東
側
、
聖
通

寺
山
の
北
端
に
鎮
座
す
る
神

社
、
北
浦
港
の
ほ
と
り
に
、
北

浦
、
平
山
部
落
の
氏
子
が
、
お

祀
り
し
て
い
る
神
社
が
あ
る
。

御
祭
神
は
木
花
佐
久
夜
姫
で
あ

る
。天

照
大
神
の
孫
、
ニ
ニ
ギ
ノ

尊
が
天
降
っ
て
、
花
が
咲
き
栄

え
る
よ
う
な
麗
し
い
娘
に
出
会

本
当
に
神
や
仏
に
対
す
る
知
識

が
豊
か
で
あ
り
、
教
え
の
通
り

実
践
し
て
い
た
か
が
伺
え
る
お

話
で
あ
る
。

エ
ビ
ス
盗
り
、

も
う
一
つ
の
祭
神

北
浦
で
色
々
調
査
さ
れ
て
い

た
元
谷
義
雄
さ
ん
が
、
同
部
落

に
嫁
が
れ
た
木
谷
和
子
さ
ん
が

紹
介
し
た
御
供
所
在
住
で
伯
父

の
川
崎
傅
次
郎
氏
か
ら
二
十
数

年
前
、
木
谷
敬
三
氏
と
共
に
聞

い
た
話
で
あ
る
（
傅
次
郎
氏
は

五
年
前
に
百
三
歳
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
）
そ
の
話
は
「
平
山
神

社
の
ご
神
体
は
昔
、
隠
岐
の
島

に
祀
ら
れ
て
い
た
エ
ビ
ス
様
を

盗
っ
て
来
た
も
の
な
ん
だ
」
と

伝
え
た
。

傅
次
郎
さ
ん
は
長
く
話
せ
な

か
っ
た
こ
と
を
北
浦
の
人
に
伝

え
た
。
元
谷
さ
ん
た
ち
も
長
ら

く
話
せ
ず
に
い
た
。
そ
の
話
を

聞
い
た
筆
者
は
、「
こ
の
話
を

悪
い
こ
と
と
思
っ
て
皆
さ
ん
自

分
の
胸
の
う
ち
で
悩
ま
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
日
本
民
族
の
習

俗
と
し
て
黙
認
さ
れ
た
も
の
だ

か
ら
今
回
、
外
に
公
表
し
ま
せ

ん
か
」
と
訴
え
た
。「
エ
ビ
ス

盗
り
」
と
は
、
漁
に
は
「
マ
ン
」

と
か
「
ゲ
ン
」
と
言
う
運
が
つ

き
も
の
で
あ
る
。
不
漁
続
き
の

時
「
マ
ン
ナ
オ
シ
」
と
し
て
御

神
体
を
取
り
換
え
た
。
要
す
る

に
御
神
体
の
取
り
換
え
は
「
神

威
の
復
活
」
を
計
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
エ
ビ
ス
の
御
神
体
と
は

っ
て
結
ば
れ
妻
と
な
っ
た
女
性

で
あ
る
。「
山
の
神
」
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
俗
に
妻
、
女
房
を

「
山
の
神
」
と
呼
ん
だ
り
す
る
。

安
産
、産
育
の
神
様
で
も
あ
る
。

「
神
仏
分
離
」
以
前
は
地
蔵

菩
薩
を
祀
っ
て
い
た
の
か
、
古

く
か
ら
の
人
は
「
権
現
さ
ん
」

と
呼
ん
で
い
る
。
近
く
に
住
む

木
下
志
津
子
さ
ん
は
子
ど
も
の

頃
、「
お
社
の
中
で
ど
ん
な
に
騒

い
で
遊
ん
で
も
大
人
に
叱
ら
れ

な
か
っ
た
」と
思
い
出
を
話
す
。

此
処
だ
け
で
は
な
く
琴
南
町

出
身
で
町
内
に
在
住
す
る
末
久

福
美
さ
ん
は
、
学
校
帰
り
に
友

だ
ち
と
、
お
地
蔵
さ
ん
に
乗
っ

た
り
、
ま
た
が
っ
て
遊
ん
で
い

る
と
、
大
人
は
「
今
日
は
お
地

蔵
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
て
る

よ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
思
い
出

が
あ
る
と
言
う
。「
地
蔵
菩
薩

の
十
法
」
と
言
う
の
が
あ
り
、

大
地
が
持
つ
広
く
、大
き
な
力
、

や
さ
し
さ
の
働
き
を
言
っ
た
も

の
と
思
う
。

お
地
蔵
さ
ん
は
大
地
そ
の
も

の
で
あ
る
。
故
に
神
社
に
な
る

時
に
大
地
の
象
徴
の
山
の
神
で

あ
る
木
花
咲
久
夜
姫
を
祭
神
と

し
た
と
思
わ
れ
る
。
昔
の
人
は

単
に
、
鯛
を
抱
い
た
釣
り
姿
の

夷
三
郎
殿
と
は
限
ら
な
い
。
海

底
か
ら
拾
い
上
げ
た
石
で
あ
っ

た
り
す
る
。
エ
ビ
ス
様
を
盗
っ

た
と
言
わ
れ
る
隠
岐
の
島
で
は

西
の
方
の
海
か
ら
拾
い
上
げ
た

石
を
大
切
に
し
た
と
記
録
さ
れ

て
い
る
。
大
切
な
こ
と
は
西
の

方
か
ら
盗
っ
て
来
る
こ
と
で
あ

る
。
西
か
ら
東
に
来
る
物
を

「
上
り
エ
ビ
ス
」
と
言
っ
て

「
マ
ン
が
良
い
も
の
」
と
し
て

喜
ん
で
迎
え
た
。

女
た
ち
の
二
十
三
夜
待
ち

年
に
三
回
、
正
月
、
五
月
、

九
月
こ
れ
は
旧
暦
で
あ
る
。
北

浦
は
「
二
十
三
夜
待
ち
」、
平

山
は
「
お
日
待
ち
」
と
言
っ
て

い
る
。今
も
旧
暦
で
行
う
こ
と
、

二
十
三
日
を
守
っ
て
い
る
こ
と

で
「
二
十
三
夜
待
ち
」
す
な
わ

ち
「
月
待
ち
」
の
行
事
で
あ
る
。

史
跡
の
紹
介
シ
リ
ー
ズ
③

女
性
た
ち
だ
け
で
祭
事
を
行

う
の
も
珍
し
い
方
法
で
あ
る
。

修
験
に
月
待
ち
の
秘
伝
が
あ

り
、
伝
授
の
言
葉
が
残
っ
て
い

る
。

「
口
伝
ニ
云
フ
、
毎
月
二
十
三

夜
　
月
輪
ニ
向
ヒ
テ
　
此
ノ

法
、
修
ス
レ
バ
　
則
チ
　
悉
地

し

っ

ち

ヲ
　
成
就
ス
也
。」

願
い
や
悟
り
、
全
て
が
成
就
し

て
　
悉

こ
と
ご
と

く
蘇
る
と
い
う
こ
と

で
、「
救
済
の
恵
み
の
祈
り
」

と
言
う
の
が
「
二
十
三
夜
祭
」

で
あ
る
。

恋
を
せ
ば
　
恋
を
せ
ば

二
十
三
夜
の
月
を
待
て

月
の
威
徳
は
あ
る
も
の
を

昔
か
ら
の「
月
の
オ
ト
ギ
話
」

で
「
月
の
中
の
桂
の
木
」
の
お

話
。「
月
の
中
の
兎
の
餅
搗
き
」

は
「
再
生
の
理
」
を
語
っ
た
も

の
だ
。
こ
の
祭
り
に
「
火
焚
き
」

の
作
法
を
行
う
の
は「
火
生
土
」

の
理
で
、
山
伏
は
山
に
籠
り
、

再
生
し
て
山
を
下
り
る
。
東
北

地
方
で
は
何
故
か
頭
屋
は
風
呂

を
立
て
て
皆
入
浴
し
て
い
く
と

伝
え
る
。
今
回
の
当
番
に
な
っ

た
元
谷
キ
ヨ
コ
さ
ん
、
須
田
フ

サ
エ
さ
ん
は
昔
は
二
十
三
夜

で
、「
女
だ
け
で
子
ど
も
の
こ

と
、
家
庭
内
の
悩
み
ご
と
な
ど

を
聞
い
て
も
ら
っ
た
」と
語
る
。

彼
女
た
ち
の
心
の
依
り
所
（
再

生
の
場
）
と
い
っ
た
感
じ
で
あ

っ
た
。

宇
多
津
町
で
こ
こ
だ
け
に
残

る
貴
重
な
民
俗
行
事
で
あ
る
。

文
責
者
　
奥
村
　
貞
夫

平
山
神
社
の

二
十
三
夜
待
ち


